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一般廃棄物収集運搬量/受託   (t) 8,880 8,581 8,287

事業概要

商　号

法人設立年月日

代表者

全組織、全部門対象範囲

4,537

産業棄物中間処分量　  　     (t)

令和6年度

収集運搬量料金、処理料金につきましては処理物、運搬距離等により算定

4,035

ﾘｻｲｸﾙ事業製品出荷量　　     (t)

年　度 令和4年度

延床面積　　　　（㎡）

一般廃棄物収集運搬量/委託　(t)

資本金 1,000万円

【本社・工場】　　　　　静岡県伊東市富戸1317番5794

所在地 【資源化事業部】　　　　静岡県伊東市荻359番地、伊東市荻357-1

【安定型最終処分場】　　静岡県伊東市富戸字祖師堂道907番地の2

環境管理責任者 常務取締役　　齋藤　正

担当者 総務部課長　　北野　祐司

ＴＥＬ：0557-51-1123　　　　ＦＡＸ：0557-51-1110

一般廃棄物収集運搬業・処分業（中間処分）

E-mail：kkfujita@plum.ocn.ne.jp

ＨＰ：https//eco-fujita.com

連絡先

事業の内容

産業棄物収集運搬量　 　      (t)

売上高　　　　（万円）

4,537

96,216

一般廃棄物中間処分実績 　   (t) 651

従業員数　　　　（人） 73

産業棄物最終処分量　  　     (t) 15,056

84,537

廃棄物処理料金に関して

2,825

2,705 3,736

71

5,984 5,695

4,537

致します、弊社担当までご相談下さい。無料にてお見積り致します。

71

産業廃棄物収集運搬業・処分業（中間処分・最終処分）

6,913

100,025

7,657

令和5年度

6,527

3,050

17,680 15,900

3,152

7,029

古紙等リサイクル事業

株式会社 フジタ

昭和47年6月1日

代表取締役　金坂 博文

552 540

1

事業の概要

事業規模



廃

プ

ラ

ス

チ

ッ

ク

類

金

属

く

ず

ガ

ラ

ス

く

ず

・

コ

ン

ク

リ

ー

ト

く

ず

及

び

陶

磁

器

く

ず

が

れ

き

類

汚

泥

紙

く

ず

木

く

ず

繊

維

く

ず

静岡県知事 熱土 第21-50号
一般建設業許可

（土木工事業、とび・土工工事業）

-

H7.2.14

R4.9.16

-

R9.9.15

R5.7.1

R7.2.14

R7.3.24

許可

年月日

S63.1.6

H7.2.14

2．産業廃棄物関連

東伊豆町（収集運搬業）
東伊豆町

令和7年2月10日付

神奈川県

●

●

静岡県公安委員会 静公委伊第47号 金属くず商許可

静岡県公安委員会 第491050000518号 古物商許可

許可団体

廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類、ｶﾞﾗｽくず・ｺﾝｸﾘｰﾄくず及び陶磁器くずは石綿含有産業廃棄物、水銀使用製品産業

取得許可に関する状況

02300006835
R7.11.3

● ●

中部運輸局 中運自貨二第8号 一般区域貨物自動車運送事業免許

R7.6.30

R9.3.9

1．一般廃棄物関連

許可番号 許可の種類

許可年月日 有効期限

R5.7.1 R7.6.30

R9.3.31

有効期限

●

可燃ごみ、不燃ごみ

伊東市　（処分業） 伊東市指令環第1029号
カン、粗大ごみ、木くず、

ペットボトル、発泡スチロール

●

伊豆市　（収集運搬業） 伊豆市指令第5号 可燃ごみ、不燃ごみ

●

許可市町村 許可番号 一般廃棄物の種類

伊東市　（収集運搬業） 伊東市指令環第1014号
可燃ごみ、不燃ごみ、

特定家庭用機器再商品化法対象物

廃棄物を含む。金属くずは水銀使用製品産業廃棄物を含む。がれき類は石綿含有産業廃棄物を含む。

廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類、ｶﾞﾗｽくず・ｺﾝｸﾘｰﾄくず及び陶磁器くず、がれき類は石綿含有産業廃棄物を含む。

石綿含有産業廃棄物等に関する記載【処分業】

静岡県 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類、ｶﾞﾗｽくず・ｺﾝｸﾘｰﾄくず及び陶磁器くず、がれき類は石綿含有産業廃棄物を含む。

3．運送業許可、建設業許可ほか

静岡県

-

●
R10.8.15

R3.8.16
● ● ●

石綿含有産業廃棄物等に関する記載【収集運搬業】

● ●

産業廃棄物処分業（中間・最終処分） 許可品目

静岡県 02241006835

●

● ●

愛知県 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類、ｶﾞﾗｽくず・ｺﾝｸﾘｰﾄくず及び陶磁器くず、がれき類は石綿含有産業廃棄物を含む。

●

廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類、金属くず、ｶﾞﾗｽくず・ｺﾝｸﾘｰﾄくず及び陶磁器くずは水銀使用製品産業廃棄物を含む。

●

●

産業廃棄物収集運搬業 許可品目

R2.11.16
愛知県

●

●

●

● ●

都道府県 許可番号
許可年月日及び

有効期限

R6.3.10
●

R11.3.9
● ● ●

静岡県 02201006835
R5.8.16

R12.8.15
● ●

神奈川県 01405006835
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カン 粗大ゴミ 木くず
ペット

ボトル

発泡スチ

ロール

4.97

4.51

1.80

4.80

4.72

2.40

0.40

0.40

一般廃棄物処理施設の種類と処理能力（ｔ/8ｈ）

切断施設1

パッカー車（6ｔ） 9

1

2

脱着装置付ｺﾝﾃﾅ専用車

2

パッカー車（2ｔ、3ｔ） 4

伊東市荻359　　　　　　

ダンプ（2ｔ）

軽トラック 1

ダンプ（2ｔ）

台数

2

車輌及び重機種類

パッカー車（6ｔ）

キャブオーバー（2ｔ）

金坂　博文

伊東市富戸1317-5794

取得日資格取得者

6

※産業廃棄物収集運搬車両と一部重複あり。

脱着装置付ｺﾝﾃﾅ専用車

伊東市荻359　　　　　　

溶融固化施設2

設置場所

環境関連技術資格取得状況

伊東市富戸1317-5794

伊東市富戸1317-5794

伊東市荻359　　　　　　

一般廃棄物実務管理者講習

一般廃棄物収集運搬車両（資源化事業部）

1

一般廃棄物収集運搬車両（本社・工場）

車輌及び重機種類 台数

保有設備等の状況（一般廃棄物収集運搬・処分）

キャブオーバー（2ｔ） 6

施設の種類

資格の種類

破砕施設1

破砕施設2

伊東市荻357-1　　　　　

圧縮施設1

※太字は産業廃棄物処理施設と重複。

溶融固化施設1

（財）日本環境衛生

センター
第24116002号 R6.10.4

伊東市富戸1317-5794　  

破砕施設3

圧縮施設2

資格認定団体 資格番号

3



廃ﾌﾟﾗ類 金属くず 木くず 紙くず繊維くずがれき類 ｶﾞﾗ陶

4.73 4.18 3.70

0.16 4.57 4.80

4.80

2.02

8.00

39.20

8.89 7.88 3.20

91.43

0.40

0.40

ウィング車

2

金坂　博文
産業廃棄物又は特別管理産業廃棄物処理業

の　許可申請に関する講習会の処分過程
R7.5.23

3 2

（財）日本産業廃棄物

処理振興センター
第B01240025122号 金坂　博文

産業廃棄物又は特別管理産業廃棄物処理業

の　許可申請に関する講習会の収集・運搬

過程

R6.7.11

　産業廃棄物収集運搬車輌他（資源化事業部）

車輌及び重機種類

H26.9.4

1

台数

産業廃棄物処理施設の種類と処理能力（ｔ/8ｈ）

ユニック

パッカー

脱着装置付ｺﾝﾃﾅ専用車

フォークリフト

産業廃棄物収集運搬車輌他（本社・工場、最終処分場）

キャブオーバー

脱着装置付ｺﾝﾃﾅ専用車 10

車輌及び重機種類

2

車両系建設機械等 9

保有設備等の状況（産業廃棄物収集運搬・処分）

1ダンプ

台数

2

1

パッカー

圧縮施設3

設置場所

破砕施設1 伊東市富戸1317-5794

破砕施設2 伊東市富戸1317-5794

伊東市富戸1317-5794

牧野　真之介 最終処分場技術管理士

資格番号

破砕施設3 伊東市富戸1317-5794

破砕施設4 伊東市荻359

圧縮施設1

（財）日本産業廃棄物

処理振興センター
第B06250184015号

伊東市富戸字

祖師堂道907-2

環境関連技術資格取得状況

溶融固化施設1

伊東市荻357-1

圧縮梱包施設 伊東市荻359

伊東市富戸1317-5794

圧縮施設2

資格取得者 資格の種類 取得日

伊東市荻357-1

溶融固化施設2 伊東市荻359

資格認定団体

（財）日本環境衛生

センター
認定番号040940

安定型最終処分場

埋立面積57,813㎥

埋立容量824,461㎥

廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類（石綿含有廃棄物を含む）、金属く

ず、　ｶﾞﾗｽくず・ｺﾝｸﾘｰﾄくず及び陶磁器くず（石綿

含有廃棄物を含む）、がれき類（石綿含有廃棄物を

含む）

施設の種類

4



事業場別作業工程図

事業場 廃棄物の種類 処理方法（処理後の工程）

本社・工場

産業廃棄物

リサイクル（再生品）

資源化事業部

産業廃棄物

廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類 破砕、圧縮処理 溶融固化（売却）

紙くず 圧縮処理（売却）

繊維くず

分 別

圧縮処理（売却）

安定型
最終処分場

・廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類（石綿含有廃棄物含む）
・金属くず
・ｶﾞﾗｽくず・ｺﾝｸﾘｰﾄくず及び陶磁器くず（石綿含有廃棄物含む）
・がれき類 （石綿含有廃棄物を含む）

埋立処理（最終処分）

本社・工場

一般廃棄物

可燃ゴミ 伊東市環境美化センター

不燃ゴミ等 ビン等

カン リサイクル（再生品）

伊東市御石ケ沢最終処分場

粗大ｺﾞﾐ 破砕・圧縮処理（伊東市環境美化ｾﾝﾀｰ）

ｶﾞﾗｽ･ｺﾝｸﾘｰﾄ及び陶磁器くず、
がれき類、紙くず（廃石膏

ﾎﾞｰﾄﾞ）

資源化事業部

一般廃棄物

ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ

発泡ｽﾁﾛｰﾙ

粗大ゴミ

金属くず（圧縮処分）

木くず 伊東市環境美化センター

廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類（破砕処分）

木くず（破砕処分）

紙くず（破砕処分）

繊維くず（破砕処分）

焼却処分（再生品、熱利用）、圧縮処分、埋立処分

焼却処分（再生品、熱利用）

リサイクル（再生品）

リサイクル（固形燃料製造）

破砕処理（再生品）

破砕処理（売却）

溶融固化処理（売却）

切断処理（伊東市環境美化センター）

5



＜環境管理組織における機能＞

　　経営責任者

①環境経営全般に対しての責任と権限

②環境方針の作成と社員への周知

③全体の評価と見直し

④実施体制の構築

⑤経営における課題とチャンスの明確化

　　環境管理責任者

①環境経営活動の推進

②環境目標及び環境計画の作成

③環境経営推進会議の実施　　・・・・・・・・・ＰＤＣＡの進捗状況の確認

④経営者への進捗報告

　　ＥＡ－２１活動事務局

①各部門のデータのまとめ

②活動計画の予実績管理

③環境負荷・環境への取組みの自己ﾁｪｯｸの実施

④環境管理責任者補佐

⑤法規制最新版管理

⑥文書・記録の管理

株式会社フジタ　環境管理組織図

（常務取締役）

対象範囲：全組織全活動

金坂　博文

環境管理責任者

 令和7年 5月31日現在

牧野　真之介

経営責任者

（代表取締役）

齋藤　正

（ｴｺ推進リーダー）

松田　圭一

産廃部門

（ｴｺ推進ﾘｰﾀﾞｰ）

一廃部門

稲葉　智

　　　⑤社員教育

　　　⑥環境上の緊急対策の制定

ＥＡ－２１活動事務局

　　各部門

　　　➀環境計画の実施

　　　②月別部門データの集計

　　　③問題点の把握と是正の実施

営業部門

　　　④推進会議の出席

北野　祐司

（総務部）

日吉　敏之

資源化部門

（ｴｺ推進リーダー） （ｴｺ推進リーダー）

環境経営推進会議

6



　株式会社フジタは一般棄物処理業、産業廃棄物処理業、再資源化業の3つを柱として事業

活動を行なっています。今や廃棄物をただ単に処分するという時代は終わりを告げ、世界的

にも環境という言葉を重視した政策、事業活動が展開されています。このような時代の中、

弊社は自然に囲まれた伊豆という地域から廃棄物処理の観点で環境面での社会貢献ができる

よう事業活動をしていきます。

　今般、世界的にSDGsへの意識が高まりつつある中で弊社もエコアクション21の活動を実

践し、環境数値の削減、それに伴う経費の削減による経営面の安定を目指し企業価値を高め、

SDGsへの活動に貢献していければと考えております。

　当社は、環境理念に基づいた環境経営システムを構築し、環境負荷を軽減すると共に、

　環境に配慮した継続的な活動を展開いたします。

１．全員で環境保全活動を展開し、二酸化炭素排出量、廃棄物排出量、使用水量

　　の削減

　　１）電気、軽油、ガソリン、灯油の省エネルギー活動の推進に努めます。

　　２）廃棄物の中間処理におけるリサイクル向上に努めます。

　　３）節水活動による水使用量の削減に努めます。

　　４）リサイクル事業の拡大に努めます。（エコ友の会の会員数増加）

２．環境関連法規制等の遵守

　　１）環境関連法規制及びその他の規制を遵守致します。　　

３．環境に配慮した物品の調達と地域社会への取組

　　１）事務用品や用度品のグリーン購入に努めます。

　　２）廃棄物排出事業者、住民に対して分別排出の指導・支援に努めます。

　　３）社会（工場）見学の場として資源化事業部を提供する機会を増やします。

　　４）顧客サービスの徹底に努めます。

４．環境コミニュケーションの積極的実施

　　社外においては、環境活動レポートを公開し、利害関係者とのよりよいコミ

　　ニュケーションを実践します。

社内においては、全従業員に、この環境方針及び必要事項を周知し、全社員参加による取組を

展開します。

　　　株式会社フジタ　代表取締役　金坂博文

環 境 経 営 方 針

　　　一部改訂　　 令和　 ２年　５月１８日

株式会社フジタ  環境経営方針

　[環境経営理念]

　　[基本方針]

　　　制　　定　　平成２７年　８月   ３日
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①CO2排出量 ②電力消費量

kg-CO2 864,827 854,255 970,498 kWh 103,330 103,766 113,070

③ガソリン使用量 ④軽油使用量

ℓ 6,528 7,577 7,979 ℓ 310,647 310,084 351,560

⑤灯油使用量 ⑥LPG使用量

ℓ 1,180 1,207 2,026 kg 212 185 188

環境負荷実績3期比較（本社・工場）

二酸化炭素排出量の削減を目標として、排出量要因である項目に関して当該年度から遡り、3年間の

単位 R4年度 R5年度 R6年度

比較を行うこととする。

単位R6年度

単位 R4年度

単位 R4年度 R5年度

R4年度

R5年度 R6年度

R4年度 R5年度 R6年度

R5年度 R6年度R4年度 R5年度 R6年度単位 単位

840,000

890,000

940,000

990,000

R4年度 R5年度 R6年度

CO2排出量（kg-CO2）

95,000

100,000

105,000

110,000

115,000

R4年度 R5年度 R6年度

電力消費量（kWh）

6,000

6,500

7,000

7,500

8,000

8,500

9,000

R4年度 R5年度 R6年度

ガソリン使用量（ℓ）

300,000

310,000

320,000

330,000

340,000

350,000

360,000

R4年度 R5年度 R6年度

軽油使用量（ℓ）

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

R4年度 R5年度 R6年度

灯油使用量（ℓ）

50

100

150

200

250

R4年度 R5年度 R6年度

LPG使用量（kg）
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①CO2排出量 ②電力消費量

kg-CO2 187,718 174,927 170,730 kWh 169,855 143,466 131,236

③ガソリン使用量 ④軽油使用量

ℓ 0 17 56 ℓ 41,820 41,977 41,837

⑤灯油使用量 ⑥LPG使用量

ℓ 1,310 303 669 kg 1,005 1,189 1,172

環境負荷実績3期比較（資源化事業部）

二酸化炭素排出量の削減を目標として、排出量要因である項目に関して当該年度から遡り、3年間の
比較を行うこととする。

単位 R4年度 R5年度 R6年度 単位 R4年度 R5年度 R6年度

単位 R4年度 R5年度 R6年度 単位 R4年度 R5年度 R6年度

単位 R4年度 R5年度 R6年度 単位 R4年度 R5年度 R6年度

160,000

170,000

180,000

190,000

R4年度 R5年度 R6年度

CO2排出量（kg-CO2）

120,000
125,000
130,000
135,000
140,000
145,000
150,000
155,000
160,000
165,000
170,000
175,000

R4年度 R5年度 R6年度

電力消費量（kWh）

0

10

20

30

40

50

60

R4年度 R5年度 R6年度

ガソリン使用量（ℓ）

40,000

41,000

42,000

43,000

R4年度 R5年度 R6年度

軽油使用量（ℓ）

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

R4年度 R5年度 R6年度

灯油使用量（ℓ）

900

1,000

1,100

1,200

1,300

R4年度 R5年度 R6年度

LPG使用量（kg）

9



①CO2排出量 ②電力消費量

kg-CO2 1,052,545 1,029,182 1,141,228 kWh 273,185 247,232 244,306

③ガソリン使用量 ④軽油使用量

ℓ 6,528 7,594 8,035 ℓ 352,467 352,061 393,397

⑤灯油使用量 ⑥LPG使用量

ℓ 2,490 1,510 2,695 kg 1,217 1,374 1,360

環境負荷実績3期比較（全組織）

二酸化炭素排出量の削減を目標として、排出量要因である項目に関して当該年度から遡り、3年間の
比較を行うこととする。

単位 R4年度 R5年度 R6年度 単位 R4年度 R5年度 R6年度

単位 R4年度 R5年度 R6年度 単位 R4年度 R5年度 R6年度

単位 R4年度 R5年度 R6年度 単位 R4年度 R5年度 R6年度

1,010,000

1,030,000

1,050,000

1,070,000

1,090,000

1,110,000

1,130,000

1,150,000

R4年度 R5年度 R6年度

CO2排出量（kg-CO2）

230,000
235,000
240,000
245,000
250,000
255,000
260,000
265,000
270,000
275,000
280,000

R4年度 R5年度 R6年度

電力消費量（kWh）

5,500

6,000

6,500

7,000

7,500

8,000

8,500

R4年度 R5年度 R6年度

ガソリン使用量（ℓ）

346,000

348,000

350,000

352,000

354,000

R4年度 R5年度 R6年度

軽油使用量（ℓ）

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

R4年度 R5年度 R6年度

灯油使用量（ℓ）

1,100

1,200

1,300

1,400

R4年度 R5年度 R6年度

LPG使用量（kg）
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＊Ｒ7年度以降はR3からＲ5年度実績平均値に基づき目標を掲げ環境活動に取り組む。

（Ｒ6年度は前回掲げた目標値）

＊二酸化炭素排出要因に関する項目と水使用量のみの比較とする。

中期環境目標（本社・工場）

kg-CO2 863,058 835,289 858,743

購入電力 kWh 101,962 94,838 101,452

ガソリン ℓ 7,134 7,004 7,098

軽油 ℓ 311,037 299,884 309,482

灯油 ℓ 1,315 1,496 1,308

LPG kg 207 214 206

㎥ 1,734 1,776 1,725

環境負荷実績と評価（本社・工場）

kg-CO2 854,255 835,289 970,498 未達 +135,209

購入電力 kWh 103,766 94,838 113,070 未達 +18,232

ガソリン ℓ 7,577 7,004 7,979 未達 +975

軽油 ℓ 310,084 299,884 351,560 未達 +51,676

灯油 ℓ 1,207 1,496 2,026 未達 +530

ＬＰＧ kg 185 214 188 達成 -26

㎥ 1,315 1,776 1,732 達成 -44

中期環境目標（資源化事業部）

kg-CO2 178,167 164,982 177,276

購入電力 kWh 158,967 157,037 158,172

ガソリン ℓ 11 15 11

軽油 ℓ 40,273 35,542 40,072

灯油 ℓ 850 900 846

LPG kg 1,080 1,004 1,075

㎥ 98 92 98

環境負荷実績と評価（資源化事業部）

kg-CO2 174,927 164,982 170,730 未達 +5,748

購入電力 kWh 143,466 157,037 131,236 達成 -25,801

ガソリン ℓ 17 14 56 未達 +42

軽油 ℓ 41,977 35,542 41,837 未達 +6,295

灯油 ℓ 303 900 669 達成 -231

ＬＰＧ kg 1,189 1,004 1,172 未達 +168

㎥ 106 92 100 未達 +8

二酸化炭素

内　訳

水使用量

1,069

水使用量 97

項　目 単位 R5年度実績 R6年度目標 R6年度実績 目標に対する評価

R6年度 R7年度（-0.5％） Ｒ8年度(-1.0％）

二酸化炭素 176,385

内　訳

157,377

11

39,870

842

二酸化炭素

内　訳

水使用量

項　目 単位
基準

（R3～Ｒ5年度平均）

水使用量 1,717

項　目 単位 R5年度実績 R6年度目標 R6年度実績 目標に対する評価

二酸化炭素 854,427

内　訳

100,942

7,063

307,927

1,302

205

環境目標と環境負荷実績、評価（本社・工場、資源化事業部）　

項　目 単位
基準

（R3～Ｒ5年度平均）
R6年度 R7年度（-0.5％） Ｒ8年度(-1.0％）
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＊安定型最終処分場の適正な維持管理は目標設定をせず活動のみとする。

最終処分場維持管理記録状況

回 2,511 2,639 2,619

月1回 毎月実施 毎月実施 毎月実施

R4.8.29実施 R5.8.30実施 R6.8.19実施

異常なし 異常なし 異常なし

R4.6.8実施 R5.6.22実施 R6.6.12実施

異常なし 異常なし 異常なし

擁壁 月1回 異常なし 異常なし 異常なし

えん堤 月1回 異常なし 異常なし 異常なし

その他設備 月1回 異常なし 異常なし 異常なし

ｔ 15,056 17,680 15,900

㎥

（年1回）

年 19 18 17

安定型最終処分場状況写真

191,189 182,598

*最終処分場の維持管理情報等は、産廃情報ｎｅｔ（https://www2.sanpainet.or.jp/)、

  自社ホームページ(https://eco-fujita.com)にて公開しています。

173,280

R4年度

水質検査24項目（地下水・各年1回）

年間埋立量

単位・頻度

展開検査実施回数（積荷検査）

年1回

R6年度項　目

残余年数

残容量測定結果

環境目標と環境負荷実績　（安定型最終処分場）

水質検査24項目（浸透水・年1回） 年1回

R5年度

周辺設備

維持管理

浸透水の水質検査（BOD,COD)

安定型処分場（全景） 処分場梅植栽状況
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＊Ｒ7年度以降はR3からＲ5年度実績平均値に基づき目標を掲げ環境活動に取り組む。

（Ｒ6年度は前回掲げた目標値）

＊二酸化炭素排出要因に関する項目と水使用量のみの比較とする。

中期環境目標

kg-CO2 1,041,225 1,000,271 1,036,019

購入電力 kWh 260,929 251,875 259,624

ガソリン ℓ 7,144 7,019 7,108

軽油 ℓ 351,310 335,426 349,554

灯油 ℓ 2,165 2,396 2,154

LPG kg 1,287 1,218 1,281

％ 69 70 71（+2％）

ｔ 1.24 1.27 1.20

㎥ 1,832 1,868 1823

件 32,651 34,927 33,304（+2％）

環境負荷実績

kg-CO2 1,029,182 1,000,271 1,141,228 未達 +140,957

購入電力 kWh 247,232 251,875 244,306 達成 -7,569

ガソリン ℓ 7,594 7,019 8,035 未達 +1,016

軽油 ℓ 352,061 335,426 393,397 未達 +57,971

灯油 ℓ 1,510 2,396 2,695 未達 +299

ＬＰＧ kg 1,374 1,218 1,360 未達 +142

収集運搬量 ｔ 3,050 - 3,152 -

中間処理量 ｔ 3,736 - 4,035 -

最終処分量 ｔ 17,680 - 15,900 -

再資源化量 ｔ 2,933 - 2,669 -

再資源化率 ％ 78 70 77 達成 +7%

収集運搬量(委託) ｔ 7,657 - 7,029 -

収集運搬量(受託) ｔ 8,581 - 8,287 -

中間処分量 ｔ 552 - 540 -

再資源化量 ｔ 173 - 161 -

ｔ 5,984 - 5,695 -

ℓ/ｔ 9.92 - 10.31 -

ℓ/ｔ 44.31 - 56.73 -

ｔ 1.13 1.27 1.18 達成 -0.09

㎥ 1,421 1,868 1,832 達成 -36

件 31,717 34,927 30,449 未達 -4,478

■環境指数①、②とは一廃・産廃収集運搬で使用した軽油量を収集運搬量で除した数値。

■二酸化炭素係数（R4年度）　 東京電力ﾊﾟﾜｰｸﾞﾘｯﾄﾞ㈱　   0.433使用（資源化事業部）

環境指標②（産廃収集運搬）

R6年度目標

環境指標①（一廃収集運搬）

事業所排出廃棄物量

■二酸化炭素係数（R4年度）　 ㈱ＣＤｴﾅｼﾞｰﾀﾞｲﾚｸﾄ　  　　0.432使用（本社・工場）

エコ友の会来場件数

環境目標と環境負荷実績、評価（全組織）　

内　訳

R5年度実績

単位

事業所排出廃棄物量

347,797

受託した産業

廃棄物処理量

基準

（R3～Ｒ5年度平均）

1,030,813

1,274

72（+3％）

一般廃棄物

目標に対する評価R6年度実績

エコ友の会来場件数

総排水量

1814

製品出荷量（ｔ）

1.20

産業廃棄物リサイクル率

項　目

二酸化炭素

33,631（+3％）

単位

項　目 R6年度

二酸化炭素

内　訳

水使用量

Ｒ8年度(-1.0％）

258,320

7,073

R7年度（-0.5％）

2,143
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・エコドライブの徹底

・車両の安全点検

・収集ルート効率化

・洗車時等の節水

・事務所、休憩室の節水

・ＰＣ等不使用時、電源オフ

・工場内機械類の節電

・空調機器の温度設定

・ＦＡＸのＰＤＦ化

・裏紙使用

・制服着用

・定期的に支給する

・収集車両

・事務所車両

・事務所内等ＬＥＤ

・各部署から意見を吸い上

　げる

・事務所内掲示等

・宣伝広告

・粗大の受入のような新規

　計画を計る

・収集時に呼びかける

・計画を立て実行する

・汚れが酷い場合は即実行

・仕分け時に古紙等のリサイ

　クル可能な物を分別する

・許可品目以外の受入拒否

・上流、下流、浸透水の

　水質検査

共通

本社

工場

●収集・作業時の服装（随時）

・制服は必ず着用すること。

〇・顧客先での挨拶等もしっかりと行うこと。

●ｴｺ友の会新規会員数、持込量

の増化（随時）

・本社工場においては来場件数は増加したが持込量が減少、資源

〇

〇

〇

〇

・月々の燃料等のデータ資料を作成し、各部署に配布。

〇

　化事業部においてはどちらも減少という結果となりました。

・本社・工場は事務所、工場棟にＬＥＤ照明等設置済。

●省エネ車の導入（車両入替時）

・令和6年度は新車で収集車輌を4台導入。

・車両の入替を計画的に行うことで、排ガスの排出量を抑制する。

●紙使用量の削減（随時）

●『見える化』の推進（随時）

●活動のマンネリ化防止

（必要に応じて随時）

・資源化事業部においては微減。

〇

・ＦＡＸのＰＤＦ化、裏紙の使用は徹底されている。

●作業に関する節水（随時）

・本社工場においては9月から1月に前年を大幅に上回る結果となり

●電気使用量の削減（随時）

・本社工場では産廃中間処分量の増加に比例し使用量が増加し、

●軽油使用量削減（随時）

・本社工場産廃部において前年を大幅に上回る結果となりました。　　　　　　　　　　　　

△・資源化事業部においては微減。

〇　資源化では古紙等の取扱量の減少に比例し使用量も減少。

〇　ました。

〇：遵守されている　△：改善の余地あり　×：更なる努力が必要

●排出業者への分別指導（随時）

・市指定ゴミ袋を使用していない者に対して指導を行っている。　　　　　　

〇

・再資源化率の目標数値には未到達だったが、金属、紙くずの

〇

〇●施設維持管理の徹底（随時）　

環境経営活動計画と取組結果の評価（前年対比）

・資源化事業部に関しては検討中。

評価

●高効率照明機器の導入

（必要に応じて随時）

・各部署毎に案を出してもらう。

活動計画項目 施　策 実　績（結果）

〇

〇

　抽出を行うことができた。

・前年から継続して行うことが出来た。　　　　

・同業他社との差別化が図れた。

安定型

最終

処分場

●適正な処分（随時）

・搬入される荷の確認をし、適正な処分ができるよう努めた。

　24項目のどの検査も異常はなかった。

・適正な処理をし、水質に異常が出ないよう努めた。BOD、COD、

●廃棄物から資源の抽出（随時）

●顧客ゴミ保管庫の清掃（随時）
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4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

・エコドライブの徹底

・車両の安全点検

・収集ルート効率化

・洗車時等の節水

・事務所、休憩室の節水

・ＰＣ等不使用時、電源オフ

・工場内機械類の節電

・空調機器の温度設定

・ＦＡＸのＰＤＦ化

・裏紙使用

・制服着用

・定期的に支給する

・収集車両

・事務所車両

・事務所内等ＬＥＤ

・各部署から意見を吸い上

　げる

・事務所内掲示等

・宣伝広告

・粗大の受入のような新規

　計画を計る

・収集時に呼びかける

・計画を立て実行する

・汚れが酷い場合は即実行

・仕分け時に古紙等のリサイ

　クル可能な物を分別する

・許可品目以外の受入拒否

・上流、下流、浸透水の

　水質検査

令和6年度環境活動計画（次年度計画）

活動計画項目 施　策

◎軽油使用量削減（継続実施）

●作業に関する節水（随時） ◎作業に関する節水（継続実施）

◎収集・作業時の服装（継続実施）

●電気使用量の削減（随時） ◎電気使用量の削減（継続実施）

●省エネ車の導入（車両入替時）

●高効率照明機器の導入

（必要に応じて随時）

◎高効率照明機器の導入（継続実施）

●紙使用量の削減（随時） ◎紙使用量の削減（継続実施）

●収集・作業時の服装（随時）

●活動のマンネリ化防止

（必要に応じて随時）

◎活動のマンネリ化防止（継続実施）

●『見える化』の推進（随時）

◎『見える化』の推進（継続実施）

〇

〇

●ｴｺ友の会新規会員数、持込量の

増化（随時）

◎エコ友の会新規会員数、持込量の増加（継続実施）

本社

工場

●排出業者への分別指導（随時）

◎排出事業者への分別指導（継続実施）

共通

●軽油使用量削減（随時）

●顧客ゴミ保管庫の清掃（随時）

◎顧客ゴミ保管庫の清掃（継続実施）

〇

〇

〇

◎廃棄物からの資源の抽出（継続実施）

安定型

最終

処分場

●適正な処分（随時）

●施設維持管理の徹底（随時）　

◎施設維持管理の徹底

〇：遵守されている　△：改善の余地あり　×：更なる努力が必要

令和7年度計画

△

〇

〇

〇

●廃棄物から資源の抽出（随時）

〇

〇

〇

〇

〇

〇

R6年

度評価

◎適正な処分（継続実施）

◎省エネ車の導入（継続実施）
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目標値未達成項目 原　因 是正及び予防処置

●二酸化炭素排出量 【本社・工場】 ①軽油を始めとした化石燃料の使用量の

　Ｒ6目標     1,000,271kg-co2 ・主な原因は本社産廃部での軽油使用量が前年 　削減。

　Ｒ6実績     1,141,228kg-co2 　と比べ43,000ℓ増加したことである。

　　　　　　  +140,957kg-co2

●ガソリン使用量 【本社・工場】 ①営業活動においても、日程調整等を

　Ｒ6目標   　7,019ℓ ・営業部門での使用量が増加した。 　行い無駄の無いよう心掛ける。

　Ｒ6実績   　8,035ℓ ②エコドライブの徹底。

　　　　　  +1,016ℓ 【資源化事業部】

・使用量自体少ないが、削減に努めること。

●軽油使用量 【本社・工場】 ①効率のよい収集ルートの作成。

　Ｒ6目標   　335,426ℓ ・本社産廃部での使用量が前年と比べ約 ②エコドライブの徹底。

　Ｒ6実績  　 393,397ℓ 　 　43,000ℓ増加した。売上面から考察

　　　　　　 +57,971ℓ 　すると仕事量増加によるものと考えられる。

【資源化事業部】

・前年と同様程度で推移している。

●灯油使用量 【本社・工場/資源化事業部】 ①ジェットヒーターの使用方法の見直し。

　Ｒ6目標   　2,396ℓ ・主な原因は冬場に使用したジェットヒーター ②レンタル時に低燃費の物を選定。

　Ｒ6実績   　2,695ℓ 　だと考えられる。

　　　　　　  +299ℓ

●ＬＰＧ使用量 【本社・工場】 ①削減できる箇所の見直し。

　Ｒ6目標  　　1,218kg ・前年数値と同程度で推移。

　Ｒ6実績  　   1,360kg　

　  　　　　 　  +142kg 【資源化事業部】 ②フォークリフトの使用方法の見直し。

・フォークリフトのエコドライブができて

　いなかった。

●エコ友の会来場件数 【本社・工場】 ①次年度も引続き広告宣伝等に力を入れ

　Ｒ6目標　　34,927 件 ・来場件数増、ただし取扱量は減少。 　活動していく。

　Ｒ6実績　　30,449件 　例）市広報誌

　　　　　      -4,478 件 【資源化事業部】

・来場件数、取扱量ともに減少。

　　安定型最終処分場
・今年度も適正な処理を心掛け、法律を重視し作業に従事してきました。

　次年度も引続き、適正な処分、施設の維持管理を目標とし活動していきます。

取組後の問題の是正及び予防処置
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１．環境関連法規の遵守状況

　　当事業所に適用される環境関連法規の遵守状況を確認した結果、違反はありませんでした。

２．違反、訴訟等の有無
　　関係機関からの指摘、利害関係者からの訴訟も過去３年間
　　ありませんでした。
　　近隣住民からの苦情も同様にありませんでした。

　　　　　　　　　　　　　　　確認者：環境管理責任者　齋藤　正　　　遵守確認日：令和7年6月11日

フロン排出抑制法

建設用機械：対象6台 ○

第1種特定製品の定期点検

最終処分場維持管理状況 毎月1回公表 ○

対象機器：エアコン11台
（本社10台　資源化1台）

○

許可と許可書の更新

テレビ・冷蔵庫　他

環境基本法 一 般 的 な 自 主 努 力

可燃ｺﾞﾐ、不燃ｺﾞﾐ、特定廃家電

静岡県産業廃棄物の適
正な処理に関する条例

消火器の点検
交通法規の遵守

知 事 へ の 報 告

保 管 場 所 の 掲 示
マ ニ フ ェ ス ト の 年 間 集 計 と

遵守状況

○

○

○

○

車両荷台にシートを被せる等廃 棄 物 の 悪 臭 ・ 飛 散 防 止

法規・条例・規制 適用内容または規制基準値 備考

委 託 契 約

マ ニ フ ェ ス ト の 保 管

廃棄物の処理及び
清掃に関する法律 90日以内または

180日以内
マニフェストの期間内返却

廃 棄 物 排 出 事 業 所 と の
契約（書）の締結

○

5年間

○

不法投棄を行わない

60cm×60cm　以上掲示

○

○

毎年6月30日までに提出

点検の実施

○
○

投 棄 禁 止
○

保守点検年3回　清掃年1回
法定検査年1回

24項目検査　年1回

規制値の遵守

家電リサイクル法

伊東市・伊豆市・東伊豆
町一般廃棄物処理

及び清掃に関する条例

道路交通法

指 定 家 電 の 収 集

許可と許可書の更新

浄化槽法

規制値の遵守

道路運送法

貨物自動車運送事業法 安全管理規定の遵守等

○

○

輸送の安全の遵守等

地球温温暖化対策
推進法

温 室 効 果 ガ ス 抑 制 措 置 自治体施策へ協力

○

保守点検と清掃の実施

○

○

5年間/７年間

一般廃棄物の収集運搬、処分

2年間
○

○

○

処理委託先の実地確認

○

○

消防法
指定可燃物の届出
少量危険物の届出

軽油、紙屑、プラスチック類

循環型社会形成
推進基本法

3Ｒ へ の 努 力 廃棄物等の内、有用な物の循環的な利用を促進

グリーン購入法 環 境 物 品 の 購 入 事業者の一般的責務

悪臭防止法
破砕機、ﾌﾟﾚｽ機等の施設の届出

規制値の遵守

毎年1回以上
安定型最終処分場水質検査
安定型最終処分場水質検査

BOD、COD検査　毎月1回

破砕機、ﾌﾟﾚｽ機等の施設の届出

○

対象外だが周辺住民に迷惑をかけない

環境関連法規制の遵守状況

○
－

○
○

騒音規制法
振動規制法
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代表者による総合評価と見直し

　ないかと思っております。

　せっかく環境活動をしている中で、目に見えて成果を実感できないかと検討した

　　活動を継続していくにあたり、社員のモチベーションの低下は避けたいところ

【総　括】

　をベースとし、また削減ﾊﾟｰｾﾝﾃｰｼﾞも現実的な数値を用いた見直しを行いました。

　　今年度も目標値には届かなかった項目が多く結果を残せない1年となりました。

　ところ、中長期の目標値が古い実績値を使用していたたため、直近3年の平均値

【環境経営システムに関して】

　◎担当者に次世代の環境活動を担える人材育成を指示しました。

【本社・工場/資源化事業部】

【その他項目（目標未達成）に関しての評価】

　　検討していく。

エコ友の会来場件数

評価コメント

　　継続して行うこと。

　・産廃部門における軽油使用量（収集の集約化）

　・電気使用量（産廃処理施設における使用方法の見直し）

購入電力

ガソリン・軽油

【資源化事業部】

灯油

　・ガソリン使用量（営業活動等における・効率・集約化）

代表者による

評価

【環境方針、環境経営システムの変更の必要性の有無】

代表者による

見直し

　でしたので、このタイミングで達成しうる数値に修正できたのはよかったのでは

　◎環境方針、環境経営システムの変更は行わない。

　◎各担当者や社員一人一人が当活動の意義を理解し実践してくれています。

【二酸化炭素排出量要因に係る項目（目標未達成）に関しての評価】

項　目

　◎地元新聞だけでなく市の広報誌やスーパー等での掲示を

　・前年度よりは削減されていたが、収集ルートの見直しは

　・フォークリフトのエコ運転を実践し、ＬＰＧ使用量の削ＬＰＧ

　　減に努めること。

【本社・工場】

二酸化炭素排出量

代表取締役 金坂 博文
株式会社 フ ジ タ

令和7年 6月 11日
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Ｒ4 Ｒ5 Ｒ6 Ｒ4 Ｒ5 Ｒ6

32,971 31,717 30,449 1,347 1,272 1,175

25,986 24,760 23,466 1,076 1,010 925

6,985 6,957 6,983 271 262 250

地域との融合活動・その他活動

エコ友の会来場件数

　　今年度は工場見学の依頼はありませんでした。近年ＳＤＧＳ活動が着目されているなかで、弊社

　資源化工場は環境活動を勉強するのによい教育現場にもなるのではと思っております。次年度は見学

　にお越し頂けるようＰＲし、また来場件数の増加にも繋げていきたいと思います。

（単位：件）                       （単位：ｔ）

　　内訳（資源化）

　　内訳（本社）

エコ友の会持込数量

　  内訳（資源化）

　  内訳（本社）

資源化事業部工場見学

エコ友の会利用状況（本社・工場+資源化事業部）

エコ友の会とは、弊社が独自に行っている一般の方から企業の方まで御利用できる
リサイクルシステム（資源ゴミ買取システム）です。
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